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6月20日、乗達寺下のピオトーブほて観察していると、「あつ、オニヤンマだ !」の
一声。一同

騒然となり、それまで池の周りを飛び交つていたオオンオカラトンポヘの視線は
一斉E牙 ニヤンマ

ハ、・…。

池を掘る前に移植したウツギの薬影に、黒地ほ黄色の稿膜様の大きな大きなトンポが止まつて

いるのを発見しました。

このオ三ヤンマは体長約12～13c m、羽化したてなのか、私達のあまりの興琶ほおののいて

か。、周囲の大騒ぎをよそに、一向に飛び立つけはいもな<、 上から横からオニヤンマを囲およう

にして観擦する私達の目をしばら<楽 しませて<れ ました。

釣巻さんが前回の会報で説明されていたあの権れのトンボにこんなE早 く出会えるとは思つて

もいませんでした。

これも汗水流して皆で池を創つたこと、そして何よりきれいな湧水のあかげなんですね。

環境さえ襲えてあげれば、生き物達がすぐにやつて来て<れ ることを痛感じました。オニヤン

マだけでな<、 もつといるいるな生き物が集まつて<る 環境になるよう、自然回復のお手伝いを

していきたいと思います。

植物もかなり観察できました。これから先どんな昆虫がやつて来て、どんな植物が生えて<る

のか大事に見守つていきたいものです。              長 崎 美 和子

〃 = ヤ ン マ磨 月 /
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赤塚5丁目の案連寺 (あの東京大仏があるお寺

です)の 下に小さ<て 静かな公園があります。

城止公園の南側、美術館の近<に 位置します

が、石垣の隙聞から絶えず湧水が流れ出し、排

水溝に流れ落ちています。

赤塚の森ボランテイ|アでは、今年3月よりこ

の案連寺下の公□ほ池作りを進めてきました。

まず最初に、石垣下の排水路の掃除を行い、

排水路横に小さなくほみを作りました。排水路

をShさいで、この<ほみE水す落ちるようにし

ました。あふれた水はまた排水踏虚戻ります。

ピ才トーフ
・
の子供の誕生です。(98/3/24)

Oウ ツギの移植 t98/4/5)

次の作業は、排水PS横に作つた<ほ みに続<

池を掘るスペースを確保するため、石垣に沿つ

て植えられていたウツギを約15株程移植しまし

た。

まず、ウツギの上部の枝を切り落としてから、

池予定地の周辺と石垣嶺の主手下などに移植じ

ました。切り落とした枝ほ、現在、高畠第六小

学校のピオトーブE設 置されている柄屁使われ

ています。

O池 掘り t98/4/tD

ウツギを移植してできたスペススといよいよ

「創造の森設立の主旨と協力のお願い」を前暑ほ  ～ 々々″

同封させていただいた件について

その後、会員の方から 「会との関係が明記されておらず、DMま がいの単なる資金集めとも

とられかねず、このような広報の仕万Eつ いては今後、慎重を期することを希望します」との

メモが環境保全課ほ届きました。

そして、定例会において会報についてのルールを者えようと話し含いました。まずは私 (か

がみ)か ら弁明をさせていただいて、ルールづくりについて意見を募集することとしました。
・
「定例会などで議論やお願いもせずと同封してもらつたことは、甘えがあつたと反省していま

すとただヽ会を利用しようという気持ちで送つたものではなく、同じ自然回復をめざす仲間

へのメツセージ、あいさつという気持ちで送らせてもらつたものです。

こ否赦のほど、お願いいたします。」 (かがみ り よう)

ヽ

・「

呂審とこと』RP｀

ニユ~スとして取り振うものの者え方」Eついてヽ 皆さんのご意見を
 ヽ
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池掘りです。池の形は角の丸い直角三角形にな

りました。深さは平均で約30o mほ どで、2ケ

所の深みを作りました。約網～50c m掘 り進ん

だところで地下氷が湧き出してきました。掘り

進おのはここでやめて、池の周辺E掘 り出じた

表土を戻して踏み団めました。

2ケ所の深みの部分には、もしもの転落時に

つかまれるように、続を打ちました。また、掘

り出した土は、池の様にマウンド状ほ積み上げ

てあります。

池の形ができあがつたら、さあ、通水です。

排水踏横屁前に作つていた<ほ みと今回掘つた

池をつなぎました。<ほ みにたまつていた水は、

もつと深い池のほうへ滝のように流れ落ちてい

きました。あとは氷が貯まるのを待つだけです。

O池 の様子と変化

池の完成後、5月30日に現地を前れたとき、

池は、澄んだ水をたたえてひつそりとしていま

した。池の周囲には、車が生え始めており、約

1ケ月前のできたての池とは全<雰 囲気が変わ

つていました。そして、先日6月20日に行つた

観察の結果、次に示す生物などが確認されまし

た。そう、あのオニヤンマも。   |

Oこ れからのこと

水を入れてから数ケ月で、乗蓬寺下の池の環

境は大きく変わつてきました。水生植物を植え

たり、少し手を加えましたが、ただただ、自然

の力屁罵かされるばかりです。なるべ<手 を加

えず、見守つていきたいと思います。

これからは、ビオトープとしての管理のあり

方の検討や、変化してい<環 境の観察と記駄

安全対策が大きな課題といえるでしよう。

案重寺下ピオトーブ調査 (98/20)で 確

隠されたいきもの

生物

方オンオカラトンポ (オス)、イトトンポ (ヤ

ゴ)、ヒル、オニヤンマ、カマキリ、アリの巣、

シヤクガ (幼虫)、ナツアカネ (orアキアカ

ネ)、ヒンメモツタ、ノミメ将ツタ、アオスジアゲ

ハ、ミズムン、カゲロウ (幼虫、成虫)

植物

ハキダメギク、イヌガラン、ヨウシユヤマゴボ

ウ、エノコログサ、メヒジアヽ、ツユクサ、ウン

ハコベ、スベリとユ、コアカザ、カタバミ、才

オパコ、ブタクサ、ワルナスピ、ツタ、コヒル

ガオ、コセンダングサ、トキンツウ、ハルジオ

ン、ハナイパナ、マツヨイグサ、コブナグサ、

スズメノテツポウ、コエンキツウ、ナズナ、タ

ネツケパナ、ホトケノザ、ヤブガラン、スイメk

アレチノギシギン、トキワハゼ、ノチドメ、ヒ

ヨドリジヨウゴ、エノキグサ、ノボロギク、ホ
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ソフオゲイトウ、セリ、スギナ、ママコンシリ

ヌグイ、ドクダミ、エノキ (実生)、

植栽植物

カンゾウ (?)、スズラン、キンミズヒキ、サ

サ、ショウブ、ミツガンワ、ヒメスイレン

実験 づ<り に参力Bして

大山金井町  渡 瀬 淑 夫

' 97年
9月 6日、最初の小さな実験池づ<

りから始まつて、
' 98年
4月 26日 の雨の中で

の池づ<り 、そして
' 98年
5月 31日 の3ケ

所目の池づ<り 。久じぷりの晴天、朝から真夏

を思わせるような強烈な陽射し、 10時 ちよつ

と過ぎて現地に着<と 5～ 6名の方がすでに来

ておられました。

4月 に掘つた池を見ながら、今回の場所をど

こにするか場所定めをし、前□より60～ 70

m上流ほ決まりました。10数 名が集まつて、

それぞれ思い思いの池の姿を脳票ほ描いて作業

を開始、直径3m弱 の円を描いて掘り始めまし

た。
'最
初は車が大地ほしつかりと根をあるして

いるため、掘り起こすのが大変でしたが、表土

が取れると多少作業が楽ほ進おようになりまし

た。時間とともに照りつける太陽が強さを増じ

て来ましたが、強い風に救われ爽やかさを感じ

る空気でした。

掘り進おことlm,す り鉢状の底の部分から

氷がしみ出してきました。それ程深<掘 らな<

ても、小さな沼やぬかるんだ湿地にするには、

楽な条件の場所かと思われます。

ある程度掘れた小さな池で、二人の子供が泥

水の中ではじやぎはじめました。替ているもの

が泥んこになつても一向に気にしない様子。生

来、子供はこういつた遊びに使れているのかも

しれません。大人だつて心の奥底ほほ同じ思い

があると思います。ふと子供のころE遊 んだ砂

地や小石の川底がはつきりと見えた済い流れの

荒川を思い出しました。

物的にも水質的にも安全な水遊びのできる場

所を子供たちにつ<つ てやれたらなあと思いま

す。

ほぼ目標通りのところまでてきたので安全を

者え、すり鉢状の傾斜面と何段かの段差をつけ、

そして池の南側ほ当たる縁ほ 「クヌギ」の苗を

5～ 6不植えました。無事E育 つて<れ るよう

ほ祈りをこめて・・・。

最後E危 険予防のため、池の周囲屋□―プを

張り、記念写真を撮つて今日の作業を終わりま

(追 力8)

クロスジギ刀んパれ 98年5月10日 1頭飛来、同5月30日
1頭ショウブと水草に産卵、旗部を半分水中に入れて 5,6
分数卵産み付1光ようだ。雌単独産卵。区部の希少種。
オユヤカ :98年6月20日 1頭、元気の無い個体、小松さ
んが数日前にも自宅付近で目撃、区内発生の可能性有り。
都のレッドデータ898年 版の区割での危急種。 (釣 巻)
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した。

小さな、ささやかな作業でしたが参加された

方々は、大きな充足感を味わつたことと思いま

す。そしてこの運動の輸が広がつて、荒川河川

敷に、大小さまざまな沼や湿地ができ、魚やカ

三やカエルが集まり、トンポやチヨウやパッタ

などさまざまな毘虫が集まつて来てくれたら、

ずほうしい楽田ができあがるのほ。もしかした

ら野鳥の合唱も聞こえるかな。四季折々の早化

が咲いて・・・。子供たちのかん高い声が聞こ

えて・・・。J さヽな池掘り作業の彼万に大きな

夢を描きながら、ベダルを踏んで帰路底つきま

した。

(追記)

そろそう終わろうとしている頃、野村さんが

現れ、池づ<り によつてカントウヨメナを踏み

つけをしていること、池づくりの前に自然観察

を行うことの重要性、カントウヨメナは、荒川

下流ではここは最も大きな群落であり、他には

もうわずかほしか見られないこと、などを指摘

されました。

自然生態囲にも大きな群落があつたのほ、失

つてしまつたそうです。今後の造成などにあい

て、現況の貴重な値物に、より配慮していける

ようこと思います。(かがみ)

環境観察をして感じたこと

エコポリスセンターほ環境観察事業というの

があり、私は観察事業を進める環境観察員をし

ています。

今年度最初のテーマは 「初夏の野草を探そ

う」でした。その中で私が感じたことを書かせ

ていただきます。

あて屁していつてみたらきれいほ車刈りして

あつたり、アスフアルトできれいほ銅装してい

たりと、思うように観察ができませんでした。

アスフアルトで舘装しないで砂利を敷いている

蓮根 1丁目  小 屋 弘 美

駐車場が思つたよりあり、そこには様々な植物

が生息していました くやはリアスフアルトで続

装せず砂利のみを致いている方がよいと思いま

した)。

思わぬところほ空き地があり、植物がた<さ

ん生息しているところがありました。

(余談ですが、調査が終わつてから自宅の脇

の自転車置き場を見ると、コンクリートの割れ

目から5 cm位のスズメノカタピラが生えていま

した。)



a欝 晋 みダ移ど先霧/子 /鍛%ソ ガ/す淳

、
5/1孫 翻 酪 酸 団 ・秋が嘉公園

筆
覇

′

石嘉蚕

わ~～ 々

R

ヒ′_′_7_′=″―′～′―′宇″～″～″～′″′～″～々     筋こ1喬4T匿〕  湾ツJみ りよう ヽ″～′=′～″=″～″～′=″～″～′～′″″～′～′～′を′～″

斎川の河川敷不来の姿が見られるという秋が  ア ゼナルコ、ホソムギ、ヤブヘピイテゴ、ママ

瀬公園屋、水辺の様子や植生、そこの生き物た  コ ノンリヌグイ、ハナウドなどイネ科、カヤツ

ちを見に行つて来ました。           リ グサ科主体E群 生していました。

当日は朝小悶が降り、参加者も少な<、 天気   昆 虫では、子供たちがヨクフガタをつかまえ

には恵まれませんでした。           て ぃたのを始め、ヤブキリ、キリギリス、アカ

(参加者 :栗林、かがみ(」 松ヽあつし、他野鳥  ス ジキンカメムン、などが見られ、ナミガタチ

クラブから河原ゆきえ、小松さんのあ友達大元  ピ タマムシという3mmほどのタマムンを撮影じ

まりか、子供3人を含お計8人)        て ぃる人ほ会いました。

者<そ うそう、ォ才ヨンキリにケヤキの本の   そ の後パーベキューを楽しんだ後、雨が降り

上から歓迎を受け、うれじ<な りました。    始 めてきたので、早めにヨ|き上げることにしま

借りていたカマドの付近ほ荷物を重き、近<  し た。ハンノキの種を5月 31日 ほ笹目橋緑地

の林、湿地を見に行きした。          ほ 蒔いておきました。

池では、スジェピ、叉マエピ、チチブ、魚の   川 の断面や水辺のスケツチなどのための観察

稚魚、ォタマジヤクン、アメリカザリガエなど  シ ートをつ<つ て配りましたが、書<時 間があ

が見られました。               り ませんでした。

樹木はムク、ェゴ、ハンノキ、ガマズミ、工   多 様な植物帽とそれに対応した動物相を感じ

ノキ、ク叉ギ、オニグルミ、フジなど。     ま した。ただ、大面積の車地のほとんどは芝生

車本は、ヤブスゲ、ミコンガヤ、ウマスゲ、  で あることが残念な気がします。

メアゼナルコ
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マサキの大書虫 ?

「来る途中のマサキにひらべったい蛾が沢山

いる」と会員の高橋さんに教えてもらう。 5月

10日の観察会の時である。早速行ってみると、

やはリユウマダラエダシヤク、私にとっては書

なじみの見栄えのしない顔があつた。場所は赤

塚 5-16の 角、駐車場の垣根である。

今年は数も多いし、時期も早いる、さすが今

年の春は暖かい、なんてのんきに構えていたら、

幼虫の大発生である。 6月 7日、黒地に黄色い

筋模様の尺取虫がマサキの垣根にうようよとい

る。もう葉っぱの半分はない、虫嫌いの人が見

たら卒倒する場面になっている。 6月 20日、マ

サキはほぼ完壁に食い尽くされた、成長遅れの

幼虫が数匹残つている、まさに大書虫の出現で

ある。

別の場所ではど
1う
だろう。近い所から見てみ

よう。赤塚 8-9に 数本のマサキがある、 6月

7日、一匹もいない。赤塚城趾の石碑を囲むマ

サキ、ここにもいない。赤塚 6-7、 下赤塚駅

から松月院へ向かう道筋の垣根、いない。

区内数箇所を調べたが、結局今年 (1998年)

確認できたのは、桜川 2-1(幼 虫数頭 6月 1

3日 )、新河岸 2-18(幼 虫数頭 6月 28日)と

前述の3箇所だけで、団体数も少ない。前年に

は発生していた志村高校 (西台 1)付 近も今年

はいない。大発生は赤塚 5-16の 一角だけだつ

たのか?ど うも大発生なんておお|ずさだったみ

たいだ。

ユウマダラエダシャク? ど んな虫

30～40年前の板橋や練馬、荒川区など、要

するに都心から少しはずれていたところ、
一戸

建ての平屋の都営住宅があちこちにあった。マ

サキの垣根に囲まれ、余り手入れされていない

庭が有り、外壁は板張、屋根は黒い曽ながらの

瓦か灰色の平たいやつの両方があつた。中高年

層には懐かしい風景である。この垣根に沢山い

たのがユウマダラエダシャクである。これだけ

で思い出してくれる人もいるだろう。昼間はマ

サキの葉や板塀にペタンととまり、夕方フワフ

ワと飛び始める。都心や山奥以外なら、東京で

一番目につく蛾だつたのだ。

ユウマダラエダシャク そ の歴史は?

ではこの蛾は大きから東京にいたのだろう力ヽ

先ずはマサキ (幼虫はこれしか食べないのだ)

の分布、北海道南部から沖縄【朝鮮半島と中国、

海岸付近に生えるとなっている。蛾の分布は山

形、福島以南の平野部、日本固有種である。

では近世の東京 (江戸)に はマサキは有つた

のか。自然分布は多分無い。斑入りの園芸品種

は江戸期に出来ているようだが、垣根への利用

はいつ頃からなのだろうか。大体東京の民家に

生け垣なんていつ出来たのだろうか。

畑の柵として利用は、その前からなのか。区

内に残っているマサキで延長が長いものは畑の

柵が多いが、武蔵野のかっての純農村地帯には

あったのだろうか。どうも見た記憶が無い。

おそらくこの蛾の自然分布も海岸線に限られ

ていたのだろう。マサキの垣根とともに東京ヘ

分布を拡げたはずだ。そして、マサキとともに

滅ぴる、一足先に、ひっそりと。にの項次号に続く)

(釣巻岳人)
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活 動 の お 知 ら せ

中土手の市民の池、葛飾区の東四つ本など  い ての打ち合わせ)

を見学します。 日 時 :7月 18日 (土)午 後 1時 30分

日 時 :7月 19日 (日)午 前9時 45分      場  所 :赤塚5丁目集会所 (乗蓬寺そぼ)

集 合

持ち物

参加費

間合せ

総武線 新 小岩駅改札□前 連絡先 :坂本 3579‐2598または3952‐6688

弁当、飲み物、野帳、図鑑、あれば   ● 安全相づ<り

かがみ 5375-64・ 04       日  時 :7月 18日 (土)午 前 10時 ～ 12時

場 所 :乗蓬寺下池集合

●笹目橋緑地自然回復話し合いキヤンプ   ● カブトムンに会いとい<会

来年度予定の自然回復工事における市民参加  日  時 :7月 25日 (主)午 前8時 30分

の内容について話し合います。ザリガニつりや  集  合 :東武東上線 武 蔵嵐山駅改札□

荒川自然回復団

●荒川下流の自然回復見学会

双眼鏡

200円

赤塚の森ボランテイア

●連曽会議(自然回復活動の内容、進め万Eつ

案達寺下のピオトープほ幼児が入らないよう廃

材で安全綱をつ<り まする

(池袋から細 1時間 15分 )

弁当、水筒、帽子など

鱗    (3961)2875

●親子本挽き教室

廃材を使つて柵づ<りのお手伝い。

メヽツタつりもやろう !

花火も見れる 持ち物

日 時 :8月 1日 (土)午 後2時 ～夜遅<     連 絡先

集 合

持ち物

参加費

間含せ

笹目橋下流の実験池付近

西高島平駅から■0分

飲み物、おわん、はじ、コツブ、雨具、  残 つた本つ端でオリジナル本工作品をつ<ろ

虫かど、泊まる人はその準備      ぅ ??

500円 日 時 :8月 29日 (土)午後 1時 30分
～4時

かがみ 5375-6404       集  合 :赤塚公園管理事務所票 く左下地圏)

|1翌た

崩

持ち物

参加費

輸

ノコギリ

300円 (保険等)

小枢ヽ (3937)8490

●ウオークラリー準備のための観察会

赤塚公園の見どころを探します。

日 時 :9月 5日 (土)午 前 10時 ～12時

集 合 :美術館前

連絡先 :小松 (3937)8490


